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１．はじめに 

 平成３１年に本校は４０周年を迎えます。約数年～１０年ほど前には大変な荒れを経験しま

した。各家庭や地域・町会、そして、学校応援団のご協力、ご支援をいただきながら、ボラン

ティア活動やふれあい面接などを通した親密な活動により、生徒が自らの視野を広げ、知識を

深めてより自分の望む進路を、自信を持って選択し開拓していけるように支えていただいてき

ました。また、本来の姿にするべく時間をかけて、親身になり対応してきた教職員の努力があ

り、安定した教育活動ができる学校へと成長させてくれました。そして、現在の課題である学

力向上や向上心のさらなる醸成などの課題克服に、思いを受け継ぎ全力で解決しようとする組

織的な対応により安心で安全な学校にすることができるようになったと思います。 

 多様な対応が求められる現在の学校教育は、個に応じた指導、発達段階を考慮した指導、特

性を熟知し、生徒の生きる力を伸ばしていくことが求められています。全生徒のコミュニケー

ション力を高め、ストレスや悩みを解決する力を身につけて、自分の能力・可能性を広げられ

るようにしていく指導が必要です。全教職員の力を結集して、これからも育成に誠心誠意取り

組んでいきたいと考えます。 

 組織的な対応が取れるように、学校経営参画の意識を常に持ち続け、教育目標を達成するた

めの教育活動を展開し、保護者・地域から信頼され、生徒も「南中プライド」を持ち日々の活

動に熱心に取り組む学校づくりを目指したいと思います。 

 

２．本校の教育目標 

  人権尊重の精神を基に、国際社会に貢献できる日本人の育成。 

       一 学び続ける人 

       二 思いやりのある人 

       三 心身の健康に努力する人 

 

３．今年度のスローガン 

  南中プライド ！！ 

   学校が一丸となって、生徒に南中生としてのプライドを持たせ、行動の規範意識を持た

せる取り組みをということで昨年度策定いたしましたが、本年度も同様に全校で取り組ん

でいたきいと思います。 

 

４．目指す姿 

  めざす生徒像 

  ・将来に対するビジョンを描き、それに向かって努力できる生徒。 

  ・人権意識を持ち、他者を尊重できる生徒。 

  ・南中プライドを常に胸にとどめ、規範意識のある生徒。 

  上記を目標に教育活動を進めてまいります。近い将来にはＩＣ機器のさらなる開発によっ  

 て、職業が大きく変化するといわれています。そのような状況でも進み続けられる生徒を育 

成していきたいと考えます。保護者の皆様と教職員の願いを共有して、お子様の成長に携わ 

ってまいります。 


